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広域分散環境におけるネットワーク利用技術の開発
服 部 裕 之
世 界的な コンピュータネッ トワー クであるインター
ネ ットには、セキュリティや、 リソーー ス問の協調手法
等、課題が山積 している。本研究は、 これ らに対する
技術的な解 を導 き出すことを目標 としている。
本研究テーマに関 し、1995年度 は次 の課題 について
開発 ・研究を行 なった。
1.広域ネ ットワー クにおけ る認証実用化実験に関す
る研究
2.イ ンターネッ ト情報検 索 ツール と文字 型データ








という点についてであ る。 これらを 「電子 メイル
の利用」に例えてみ ると次の問題点があ きらかに
なる。











なるものにで きる。つ まり、一方の鍵 を公開(公開鍵)
し、 もう一方の鍵を秘密(秘 密鍵)に す ることができ
る。
公開鍵暗号方式を用いた暗号通信 を行 な う際、相手
の公開鍵は、ネッ トワー クを利用 して入手す るのが一
般的である。 ところが、ネ ッ トワー ク上の通信 には、
前述のセキュリティ的な問題があ る。公開鍵暗号方式
を用いた暗号通信の場合、通信相手の公開鍵が正真正
銘本人の ものであ るか どうか を、受信側で証明できる
か否かは、重要 な問題である。
この問題 に対 す る解 決策の一 つは、第三者機関 に
よって、ある者の公開鍵が偽造 されたもので無いこと
を証明す るとい う仕組み1を用意す るこ とである。
インターネッ トでは、 この第三者機関のこ とを証明
書発行局(CA・CertificationAuthorityfi以下単に 「発
行局」 と称 す)と 呼んでいる。





2.明 治大学発行局(CA局)の 実験的 な立ち上 げ。
3.複数CA局 間の協調運用に関する研究。
L2イ ンターネ ッ トにお ける発行局の階層
RFC1422によると、インターネ ッ トでは下図の よう








発行 局 の最 上位 は、IPRA(lnternetPCARegistra-
tionAuthority)といい、ISOC(lnternetSociety)公
認 の ポ リシ 一ー発 行局 であ る。IPRAか ら直接 証 明書 の
発 行 を受 け るの は、各 々 独 自の ポ リシー を持 つPCA
(PolicyCertificationAuthority)であ る。 またPCA
か ら 証 明 書 の 発 行 を受 け る の はCA(Certification
Authority)であ る'。CAは1大 学 や1企 業 とい った、
組 織 ドメ イ ン程 度 の 規模 を想定 して い る。CAは 組 織





L3日 本におけるPCA局 の立ち上 げ計画
近年の電子商取 り引 きに対す る関心 の高 ま りを受














情報科学 センターでは、CA局 の運用実験の為 に、
1996年4月23日にICATよ り証明書の発行 を受け た。




















1.明 治大学実験CA局 の公開。 そして実験協力者の
募集。
2.利 用者の証明書をオ ンラインで発行す る技術の開
発。
3.CA局 運用パ ッケージキッ トの開発。
2イ ンターネ ッ ト情報検索 ツールと文字型デ一 夕
ベ]ス との連係に関す る研究
2.1研究 目的
本研究は、従来、 コマ ン ドに よる方法 で利用 してき
た システム を、Netscapeのよ うな優 れたユーザ イン
ターフェース を もつWebブ ラウザか ら利川 す る為の
仕組みについて考察 した もので、その実現例 として、
本 学 図書 館 で運 用 してい る書 誌情 報検 索 シス テ ム
「1」SM-IR2」をWebブ ラウザか ら利用可能 にす る





1.メ ッセー ジキューを多重化す ることに よるレスポ
ンスの向上。
2.コ ネ クシ ョン維持機能部の改良す ることによる、
LISM-gatewayの安定性の向上。





まだ まだ不十分 であ る。
●検索時の メニューについては、従来は、検索条件
を決定 し、検 索を実行す るといきな り該当デー タ
が表示 されていたものを、一旦、該 当す る件数の
み を表示す るように変更 した。これに より、もし、




定性 をさ らに向上 させ る。
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